





























































































































































































































































































































































































Ｔ:どのやり方も小数 0.8 を 8 にできたのはどう
してだろう。
ｃ・0.1が幾つ分かという 0.1の個数にした。
Ｔ:わられる数が小数のときの計算の仕方をまと
めて見ましょう。
ｃ・小数を 0.1 が何個あるかで見ると整数にで
きる。
整数÷整数で計算できる。
その答えは0.1の個数なので0.1の幾つ分に直す。
（支）0.1 の集まりの個数で数を見るので整数に
直せることを明らかにする。
Ⅳ．研究の結果
　理解活動を既得の知識を使って新しい知識を
獲得していく活動であるととらえるならば、教
師は本時の学習に必要な既習事項が何であるの
かをあらかじめ把握することや、子どもたち自
身が持っているが、自分では意識しにくい背後
に隠れている経験や知識や見方・考え方を引き
出す役割がある。
学級の子どもたちの姿は、このような見方や
考え方ができる子どもたちに育てていきたいと
いう教師の願いのもとに生み出されている姿と
いえる。育てたい姿に育てるための具体的な手
立てや支援を積み重ねることや、目の前の子ど
もたちの姿の中から、育てたい姿を見つけ出し、
価値づけ、子どもたちに送り返していくことが
求められている。
しかし、子どもたちがものごとを理解してい
く中で使われる見方・考え方を直接目にするこ
とはできない。また、自覚されにくいものであ
る。そのため理解の過程は見えにくいといえる。
そのような目に見えない、自覚のされにくい見
方・考え方をとらえたり、育てていくことは容
易ではない。そのために、教師自身が子どもの
隠された考えを読み取るという姿勢と視点をい
くつか持ち、さらにその力を高めていくことが
必要になる。
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